
 
 

 
  

Anubis   MIDI   INTERFACE   SETUP  

 

Setup  

Anubis の MIDI   I/O を DAW で 使 ⽤ し ま す。  
キー ボー ド の MIDI 出 ⼒ を Anubis の MIDI   IN に 接 続 し、 RAVENNA/RTP 経 由 で、 キー ボー ド が DAW の VST 
イ ン ス トゥ ル メ ン ト を ト リ ガー す る よ う に MIDI を 設 定 し ま す。 DAW の ソー ス ス ト リー ム は   Anubis   で モ 
ニ ター し ま す。  
DAW/MIDI プ ロ グ ラ ム は、 MIDI ア ウ ト 信 号 を 返 す こ と も で き、 外 部 シ ン セ サ イ ザー の MIDI イ ン プッ ト に 
接 続 さ れ た MIDI ア ウ ト を 介 し て、 MIDI パー ティ ショ ン を 演 奏 す る こ と が で き ま す。  

Anubis   MIDI   I/O を サ ウ ン ド モ ジュー ル と 組 み 合 わ せ て レ コー ディ ン グ や ラ イ ブ に 活 ⽤ す る  
Anubis   の   MIDI   IN   に キー ボー ド の MIDI 出 ⼒ を 接 続 し、 RAVENNA/RTP 経 由 で DAW に 録 ⾳ す る MIDI を 設 
定 し ま す。 DAW で 再 ⽣ さ れ る RAVENNA/AES67 の ソー ス ス ト リー ム は ANUBIS で モ ニ ター さ れ ま す。  
キー ボー ド の MIDI ス ルー を MIDI サ ウ ン ド モ ジュー ル に、 MIDI サ ウ ン ド モ ジュー ル を Anubis の ア ナ ロ グ ⼊ 
⼒ に 接 続 し て、 Anubis の ⼊ ⼒ を 録 ⾳ す る よ う に DAW を 設 定 し ま す。 ラ イ ブ パ フォー マ ン ス で は、 DAW 
を 使 わ ず に、 キー ボー ド を サ ウ ン ド モ ジュー ル と Anubis の ラ イ ン ⼊ ⼒ 1-2 に 接 続 し、 Anubis の 内 蔵 ミ キ 
サー を 利 ⽤ す る こ と も で き ま す。  

前 提 条 件  
適 切 な ピ ン ア ウ ト の MIDI   Jack   ¼” フォー ン を   使 ⽤ し て く だ さ い。  
 

Anubis   MIDI   I/O に つ い て  
Anubis   の   MIDI   I/O   は、 キー ボー ド、 ド ラ ム マ シ ン、 サ ウ ン ド モ ジュー ル、 そ の 他 の コ ン ト ロー ラ な ど 
と 同 様 の ク ラ ス に 準 拠 し た   Core   MIDI デ バ イ ス 間   の   MIDI   接 続 を 提 供 し ま す。  
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Anubis   の 背 ⾯ に あ る   MIDI   IN   と   MIDI   OUT   ポー ト は、 外 部 の MIDI 機 器 を 接 続 す る た め の 1/4 イ ン チ の 
ジャッ ク を 使 ⽤ し て い ま す。  
MIDI ポー ト は、 Anubis の ド ラ イ バー を イ ン ス トー ル し て、 以 下 の ⼿ 順 に 従 う と、 お 使 い の コ ン ピュー タ 
で 使 ⽤ で き る よ う に な り ま す。  
Note ： Anubis は、 MIDI   I/O ま た は GPIO で 使 ⽤ で き ま す。 MIDI   I/O は デ フォ ル ト の モー ド で、 Anubis の 
>Settings>I/O>Triggers ペー ジ で 設 定 で き ま す。  
Wargning  ： MIDI   I/O 接 続 を ⾏ う 際 は、 楽 器 や 他 の デ バ イ ス へ の ダ メー ジ を 避 け る た め、 Anubis の 電 源 を 
切っ て ⾏ う こ と を お 勧 め し ま す。  

Windows   ユー ザー の ⼿ 順  
1. Anubis が MT   Discovery で 検 出 さ れ て い る こ と を 確 認 し て く だ さ い。  
2. RTPMidi （  http://www.tobias-erichsen.de/software.html  ） を ダ ウ ン ロー ド し て イ ン ス トー ル し ま 
す。  

3. RTP   MIDI を 起 動 し ま す。  
4. My   Sessions   の セ ク ショ ン で、 + マー ク を ク リッ ク し て 新 し い セッ ショ ン を 作 成 し、 名 前 を 付 
け ま す。  

5. セッ ショ ン が 作 成 さ れ た ら、 利 ⽤ 可 能 な ス ト リー ム の 中 か ら   Anubis_<Serial>_midi_din   を 選 択 
し、” Connect”   を ク リッ ク し ま す。  

6. midi_din   の ス ト リー ム が   Participations   セ ク ショ ン に 渡 さ れ ま す の で、 上 記 で こ の ス ト リー ム 
が 有 効 に なっ て い る こ と を 確 認 し て く だ さ い。 こ れ で、 お 好 み の DAW/MIDI ア プ リ ケー ショ ン 
で 使 ⽤ す る こ と が で き ま す。  

 

MacOS ユー ザー の ⼿ 順  
1. MIDI コ ン ト ロー ラー （キー ボー ド な ど） を Anubis の MIDI   I/O コ ネ ク ター に 接 続 し ま す。  

MIDI イ ン ター フェー ス を お 使 い の 場 合 は、 Anubis   RAVENNA ケー ブ ル を お 使 い の Mac の イー サ 
ネッ ト・ イ ン ター フェー ス に 接 続 し て く だ さ い。  

2. MIDI を 使 ⽤ す る DAW/MIDI ア プ リ ケー ショ ン を 起 動 し ま す。  
3. Anubis の MIDI ポー ト が 設 定 可 能 に な る は ず で す。  
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Reaper   の 例 ：  

 

ProTools   の 例 ：  

 

以 上 で   Anubis   を MIDI 機 器 の セッ ト アッ プ に 組 み 込 む こ と が で き ま す。  

Note ： Anubis の 背 ⾯ に あ る MIDI ⼊ 出 ⼒ は、 MIDI タ イ ム コー ド （ MTC ） の 送 受 信 に も 使 ⽤ で き ま す。  
こ れ に よ り、 MTC に 対 応 し た ア プ リ ケー ショ ン を 使っ て、 マ ル チ ト ラッ ク レ コー ダー （ MTR/DAW ） と 
MIDI 機 器 を 同 期 さ せ る こ と が で き ま す。  
詳 細 は    TimeCode   セッ ト アッ プ ペー ジ  （ ASIO ま た は バー チャ ル オー ディ オ デ バ イ ス） を 御 覧 く だ さ 
い。  
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